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: は  じ め に

第 2報では育苗床上のPH調整剤としてニトロフミン酸を

過剰施用 した場合 ,初期の出芽 発根を阻害することを明
らかにしたが ,第 3報では,こ トロフミン酸による安全使

用について,出芽～緑化期の生育を中心に検討 した。

2 試 験 方 法

1 土壊の種類とニトロフミン酸添加によるPHの変化
供試土壌 :(表 1)

表 : 供試土壌の性質
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合し,施肥量は火山灰 (2-3-2),沖 積～花蘭岩 (2
-2-2)と し,硫安 過石 硫加を用いた。
育苗法 : 第 1回 53年 9月 25日乾籾180P/氣播種(52年

産種籾使用 )。 出芽温度を28℃前後とした。第2回 目は53

年12月 9日 乾籾 1802/箱播種 (53年産種籾使用 )。 出芽温

度32℃前後。lLの管理は慣行に従った。

3 試験結果および考察

1 ニトロフミン酸混合割合とPHの低下
各土壌にニトロフミン酸を種々の割合で混合した場合の

PH低下の程度を図 1に示 した。 花満岩質土壌では PHの
低下が著しく,火山灰土壌では緩やかであり,沖積土壌で

はこれらの中間に位置 している。すなわち緩衝能の弱い土

壌ほどPIIの 低下が著 しい傾向がみられる。

几 =奨耐
例 を―‐`沖 積 土
← -0花同岩質

ニトロフミン酸添力1量 (■量)

図 i 各土壊 タイプの回帰曲線 (1日 日 )

”
磁

供試条件 : 供試t敏にニトロフミン酸を0,2,5,
10,20%(重量%)の割合で混合し,水分を最大容水量の
50%と して室温でインキ‐ペート(52年 9月 28日 ～10月 12

日)し PHを測定した。

2 ニトロフミン酸施用量と苗の生育
供試土壌 :(表 1)
供試品種 : ′ヽヤニシキ

供試条件 : 各土壌に種々の割合でニトロフミン酸を混

2 ニトロフミン酸施用量と出芽直後の生育
図 2-1お よび図2-2に示 したごとく,古い種籾を用
い,li芽温度も28C前後とした第 1回の実験では,各■l■

とも初期の生育抑制が大きく,と くに施用量の多いほど根

の伸長が著しく抑制されてくる。しかし第 2回 目の実験の

ように,良質の種籾を用い温度管理など,基本技術を守っ

て育苗した場合は生育抑制が少ない。また各土壌 とも PH

55以下となる‐トロフミン酸量を施用した場合, とくに根

長の抑制が大となっている。
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図2-i 出芽直後の芽長・根長
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図2-2 出芽直後の芽長 根長

3 ニトロフミン酸施用と苗の生育
以上のように,床土 PH調整剤としてニトロフミン酸を

用いた場合,過剰施用すると初期の根の伸長が阻害される

が,図 3に示 したように,日時の経過とともに急速に回復

してきて,播種後15日 日頃の 2葉展開時には,マ ット形成

も良好となり,適量施量 (PH5.5)で は無施用区より地上

部 地 下部とも生育が旺盛となっている。さらにこのよう
な苗を本田に移植した場合,活着 初期生育 ともに良好で
ある。
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図3 ニトロフミン酸施用と苗の生育

4 ま  と  め

ニトロフミン酸による床土PH調整の安全使用について,

主な土壌ごとにニトロフミン酸施用量と苗の初期生育を中

心に検討した。その結果,ニ トロフヾン酸をPH調整剤と

して使用する場合の,安全で効果的な使用法は,次のよう

である。

1 岩手県では育苗床上の好適 PHを 50～ 55と してい

るが,こ トロフミン酸を使用してPHを矯正する場合は ,

矯正日標を55と する。

2. ニトロフミン酸の使用に際 しては,必ず緩衝曲線を

作成して施用量を決定するが,箱当り施用量の限界を,出

芽～緑化期の阻害の程度および,その後の回復力,本田で

の活着力等を考慮 して,砂壌土～壊上では 1%(30′ )以

内,埴壊土では 2¢ (607)以内 ,腐植質火山灰土壌では

3%(1∞ ′)以内とする。 これ以上必要とする土壌は床
土として使用しない。

3 ニトロフミン酸を床土に混入する時期は播種20日 前
以上とする。

4 ニトロフミン酸混合床土は,水 をはじくなど吸水性
が弱いので,浦水には十分注意する。

5 ニトロフミン酸の施用は苗の生育初期に,と くに根
の伸長を一時抑制するので,育苗管理とくに温度管理には

十分注意する必要がある。
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